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DDDDDDDDD 


圃調理タイマー 


DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □ □ □ 

局?品ま意表の 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

両面焼さ自動□ースター 


DDDDDDDD 

フッ素コート焼網 



DDDDDDDDD 

待機時消費電カゼ〇 


阻！加熱の原理 


□ □ □ 
□ □ □ 


□ つ ^ 目 □□□ 

f TT I 


□□□回 




□ □ □ 


※コイルに電流を流すと磁力線び発生します。この 
磁力線の中に鉄系の鍋を置くとラず電流び発生し、 
電気な抗によって鍋自体び発熱します。 


標準計量カップ-スプーンでの食品の質量表（単位邑） 


□ □ □ 

□ □□ 
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安全のため必ずお守りください 

^ 1 1 - — み .，， - -■ . . . . ■ — ---- -=-=■ - T - •- .ヴ - I - ■ ss ■- 。 •• ，， —— 车 I — =-! 

※この機器は一般家庭巧でず。業務巧には使用しないでくださし、。 


絵表示について 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害 
や財産への損喜を未然に防止するためにいろいろな絵表示をしています。 

その表示と意味はなのよラになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをずると、人び死 t または重傷を負ラ可能性び想定され 
る内容を示しています 0 

A ミち意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び損害を負ラ可能性び想定される内容およ 
び物的損害のみの発生び想定される内容を示していまず。 


A 


この記号は注意脆険.警告を含む） 
を促す内容びあることを告げる 
ちのです。図の中や近傍に具体 
的な注意内容び描かれています。 


-• 給表示の例 •- 

0 

この記号は禁止の行為であるこ 
とを告げるものです。図の中や 
近傍に具体的な禁止内容び描か 
れています。 


〇 

この記号は行為を強制したり指 
示する内容を告げるちのです。 
図の中や近傍に具体的な指示内 
容び描かれています。 


<据え付けるとき> 


A 警告 


アースを確実に取り付ける 

故障や漏電の時の感電防止 

取り付けは、販売店または電気工事店にご相談くださし、。 


〇 

アース 線接続 


■アース端子びある場合 

U — ド線の先端の皮をむき、アース端テ付きコンセントのアース端テに確実に固定 
して < ださい。 

■アース端子がない場合 

D 種接地工事（接地抵抗10日 nu (下）を行ってください。 

漏電しゃ断器の取り付けを行ってください。 

※アース線の接地工事は「電気工事±」の有資格者が行ラよラ法律で定められてい 
ます。お買い上げ販売店か、お近くの電気工事店にご相談ください。（工事は有料） 



くごま意> 

ガス管、水道管、避雷針や電話のアース線への接続はやめてください。 
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く据え付けるとき> 


A 警告 


電源は定格1已 A 1 U 上の専用コンセントを 
単独で使い、他の器具と併用ずる分岐コン 
セントは使わない 

過熱•発火-火災の原因 


交流1 00 V 1 U 外では使用しない 

火災•感電-故障の原因 


〇 




傷んだ電源コードやプラグ、ゆるんだ 
コンセントは使用しない 

感電•ショート-発火の原因 


Q 


電源コード-プラグを傷つけない 

電源コードを傷つけたり、無理に a げたり、引っ 
張ったり、ねじったり、たばねたり、高温部に近 
づけたり、重い物を載せたり、挟み込んだり、加 
王したりしない 

電源コードが破損し、火災-感電の原因 


〇 


A を意 


参製品の金属部びキッチンの金属部と接触する場合、建造物の壁中の金属（メタルラスなど）とキッチンの金属部を接 
触しないよラにするか、または製品の金属部びキッチンの金属部に接軸しないよ5に取り付けてください。 

参製品は水平に設置してください。 

♦製品は火災予防上、可燃物との間を図のように離して取り付けてください。 


•この [ IH テーブルは r 消防法設置基準」に 
基づく試験基準に適合しております。建 
築物の可燃物か5図のよラに離して設置 
して < ださい。 

※製品側面及び後面は、ヒーター外周部より壁面までの 
離隔距離です。 


■左記寸法びとれない場合には、防熱板を 
取り付けてください。 


防熱板 



1 cm 政上 


1 OcmiiLL 


〔消防法基準適合組这お〕 

製品の前面はでさるだけ広くあけて、通行時や冷蔵庫、家 
具などの扉が当たらないよラにしてください。 



1 cm しソ上 


30cmU (上 


1 cmULL 


防熱板はこれを設けたとさ、機器周囲の木壁温度が室温 
3己むの時10ぴ C を越えない断熱性を有すること。 


くごま意> 

•排気が当たりますので本体幅の上側範囲巧にコンセントを取り 
付けないでください。 

•電源コードやアース線が本体下部に入らないよラ取り付けてく 
ださい。 


本体幅 






■特長/安全の ため必ずお守り<ださい 
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ま全のため必ずお守りください（つづき) 
く使用するとき> 


□ □□□□□□□□□□□□□□皿2 0[][]回 
♦ □ □ 500 の 0.5 6 !_□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □ 500 の O.SeLDD 800 の 0. 9 !_□□□□□□ □□□ 

□ □□□□ 

鍋が違ったり油の量がかないと、油が過熱され発火する恐 
れがあ0ます。 

また油の量が多すざると、あふれてやけどや火災の原因 
になります。 


揚げ物調理中はそばを離れない 

火災の原因 



Q 


•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 


トッププレートの上に乗ったり、物を落 
としたり、衝撃を加えない 

万一ひびが入ったり割れた場合、そのまま使用 
すると過熱や異常動作、感電の原因 


電源スイツチを切ってコンセント 
からプラグを抜いて使用を中止し、 
すぐに修理を依頼してください。 


Q 



トッププレートの上に物を載せない 

火災-故障の原因 
DDDDDDDDDDDDDDDD 
♦可燃物や引火物（ふさん•紙-アルミホイル-油など) 
•磁気の影響を受けやすいをの 
キャッシュカード、磁気 
テープ、自動改札用定期 
券、時計、ラジオなど 


0 
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改造は絶対にしない 

修理技術をじ1外の人は、絶対に分解 

したり、修理を行わない 

义巧•感電-けびの原因 


修理はお買い上げの販売店または別紙の 
r ご相談窓□一覧表」の窓□にご相談ください。 


力ーテンなどの可燃物の近くで使用 
しない 

义巧の原因 


吸-排気カバーやずさ間にピンや針金な 
どの異物を入れない 

感電や異常動作によるけびの原因 


A 警告 


分解禁止 


Q 

0 


〇\ 


じ - 


〇 J 

- 


プラグはコンセントの奥まで 
しっかり差し込む 

感電•ショート•発煙-発火の原因 


〇 


本体に水をかけない 

感電•ショート*発火の原因 


水めれ禁止 


モ供など取り扱いに不慣れな方だけで使 
用させたり、乳幼児に触れさせない 

感電' やけど' けびの原因 


Q 



〇、 


^ - 





濡れた手でプラグを抜き差ししない 

感電-けがの原因 


0 



本体前方 le 物を置かない 

火災の原因 

0 

义気を近づけない 

感電-漏電の原因 

0 



鍋-鍋のとってなどの高温部に触れない 

やけどの原因 



接軸禁止 

鍋の下に紙などを敷かない 

鍋の熱で紙が焦げた0、発火の原因 

0 

使用後は電源を切る 

火災の原因 

〇 


•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□ 

長期不在のとさは、コンセントからプラグを抜い 
て < ださい。 


吸•排気カバ‘一をふさいだり、吸•排気 
カバー付近に手、顔、鍋のとってを近 
づけない 

火災-やけどの原因 





トッププレートの上に直接食材を載せて 
調理しない 

発火-異常動作の原因 
•DDDDDDDDDDDD 
□□□□□□□□□□□ 

□ □ 







〇 J 

——つ 


宙詰やアルミ遣など、 
載せない 

破裂したりホ熱して、 
やけどやけびの原因 


鍋 1 U 外のものを 



Q 


他の器具（ガス コン □など）であ5かじめ 
加熱した油を使わない 

揚げ物温度コント□ールが働かず、異常過熱し、 
火災の原因 


S 


調理む外の用途に使用しない 

火災-故障の原因 










油煙がをく出た5電源を切る 

油が高温になっているので、続けて加熱すると 
発火し、乂災の原因 


€ 


鍋は不を定な状態で使用しない 

不安定な状態のまま使用すると、本体の損傷や 
鍋の落下によりやけどやけがの原因 





使用中や使用後しば5くはトッププレー 
卜や□ースタードアなどの高温部に触れ 
ない 

やけどの原因 

特に鍋をおろした直後は、 

トッププレートが熱くなっ 
ているため、手を触れない 
で < ださい。 


接触禁止 








J じ、 臓用ぺースメーカーをお使いの方は、 
本製品のご使用にあたって医師とよく 
ご相談ください 

本製品の動作がペース;一力一に影響を与える 
ことがあります。 


〇 


A ミ主意 


■安全の ため必ずお守り<ださい 




\—/ 
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ま全のため必ずお守りください（つづき) 


A を意 


揚げ物調理中は、飛び散る油にま意ずる 

やけどの原因 


口ースターは必ず受皿に水を入れて使用 
ずる 

义巧の原因 




※続けて使用するとをは、受皿にたまった油を捨て、 
巧れをきれいに落としてから水を入れてください。 


プラグを巧くときは電源コードを持たず 
に必ず先端のプラグを持って引き巧く 

感電•ショート*発火の原因 




不を定な場所や熱に弱し1敷物上では使用 
しない 

やけど-火巧の原因 


プラグは、刃及び巧の取付面にほこりび 
付着している場合にはよくが:く 

义巧の原因 



Q 

〇 


使用中は本体か5離れない 

調理物が発火する恐れ 
※本体か日離れるとさは、必ず電源を切ってください 


0 


□-スター使用中に調理物が発煙-発义 
した場合は、ずぐに電源を切り、次の手 
順で消义ずる 




お手入れは本体びをえてか日行う 

やけどの原因 



空だきや必要 L 义±に加熱をしない 

鍋やトッププレートの破損の恐れ 
過熱により調理物の発火、 

やけどの原因 





①電源スイッチを切る 

⑨吸’排気力/ (—全体をめれたタオ J レでふさぐ 

※このとさ□ースタードアの周囲から煙び出ます。 


③コンセントからプラグを抜く 



♦炎び消えるまで□ースタードアを引き出さない。 

(空気び入り、炎び大きくなります。） 

参□ー スタードア（ガラス窓）に水をかけない。 
(ガラスび割れます。） 
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□ —スターを使用ずるとき 

使用中や使用後は□ースタードア /Ov 

(ガラス）に水をかけない t ^ 

高温になっているところに水をかけると 
割れる恐れ 

受皿には水 1U 外のもの（例えばアルミホ / C \ 
イル-クッキングぺーパー-グリル石な 
ど）を入れて使用しない 一 

油び過熱し、発煙'発义する恐れ 
また、自動調®びラまくでさない原因 

口ースタードアを持って勢いよく引き 
出したり、持ち上げなが 5 引さ出した V ^ 

りしなぃ 

受皿か b 水びこぼれたり、□ースタードアや 
受皿-焼網などび落下して、やけどやけびを 
したり、破損の原因 

□—スターの庫內や受皿は、魚などの油 
がたまらないよう使用の f 愼臟をし、 mm 
定期的にち手入れをずる 

火災の原因 

※続けて使用するときは、受皿にたまった油を捨て、 

ミちれをきれいに落としてから水を入れてください。 

お願し、 

トッププレートの上で、互国ジャー炊 /C>v 
飯器など電磁誘導加熱の調理機器を使 vjv 
ねなぃ 、ゾ 

磁力線により本製品び故障する原因 

国国ヒ—夕—は磁力線び出ているため、 

磁気に弱いものを近づけない V V 

•ラジオ-テレビなど（雑音の原因） ■ 

•キャッシュカード•磁気テープ-自動改札用定期券 
など（記憶が消える原因） 

本体の下に可燃物（紙-アルミホイル 
•テーブルクロス等）を敷いたり置い V 

たりしない 

ダイヤルに煮汁などを付けたまま押し込 
まない 

煮汁び固まってダイヤルび出なくなる恐れ 


発义-义災の原因 


■安全の ため必ずお守り<ださい 
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各部のなまえとはた 5 き 



アース綻 


とつて 


□— スターり . soow ) 


トッププレート 


□ースター ドア 


凸マーク 

•圉の不呂巧な方び. 
«をヒーターの中 
巧に B < ための目 
ちでず。 


プラグ 


高温ま巧ランプ 

• m ヒーターの进«やは点な、 
巧巧ま意ち示やは巧«します。 


吸•が巧 カバー 

♦中にのを□とが気□びあります。 
巧巧□からは親風び出まず。 

r IH ヒータ ー（ 1 . 400 W) 

□ースターとの同時使用はでをません。 


(上•下とをシースヒーター) 


(消巧が品) 


m ヒーターとの罔時使用はでをません。 


8 B 品の交巧 • 追加 巧 入 2003年12巧児な 


巧品名 

巧品£ち 

巧 a か巧 

価 巧 

说 m 

(お巧船） 

HTW -4 DD 032 

1.己00円 
(麵） 

天ぶ 5 M 

HT - N 40 

2.500円 

( m \) 


お两い上げの巧巧風こご巧按くだごし V 




1巧 

攝ば巧 M 巧をずるとをに 

—— 

、 巧いまず， 

户- 

ホ他の拥巧(がめ巧-煮 


— ^1 巧など)に巧用しない 


y でください， 

ftS 化生;’去の墨巧に適を 


■巧全儀能について 


週紛防比巧能（本巧•晒ヒ-夕 -) 
巧無し自苗!停止な能(阻!ヒータ-) 
ル物巧知樣能(皿ヒ-夕-) 
場げ巧巧そ0巧知な能(阻)ヒーター) 
高温注意表で 
切りちれ防止お能 
お巧 6 は傑能 


巧気□や巧巧□びふながれていた0して、本が巧 ffl が R 常に萬通になっ 
""" た0, «度の《度が興巧に上びると.ブザーが mo , 巧■巧»止しまず • 

……謂理中に M をおろずと>灼30巧な.メロディーが W 0, 通■巧伴止しまず • 

誘ってナイフやフォークなどのを属ル! ft や.■法の1 IcmW 下の«巧載 
だて ( ffll ヒーター巧»霉すると、の30巧後にメロディーび mo . 通■巧 
停止しまず*また巧えない!•のとをにも働さまず* (12 ページ） 

«げ巧;■度コントロール巧用巧、 a なに 2 mmia 上のそ D び巧った0、 
……交おしていると、ブヴーび晒 D , a ■を ff 止しまず， 

トッフフレートやロースターの； Ifll が萬*で友ることを.トッフプレー 
……卜の場をは««ま應ランフが^»«し，ロースターの塌をはなさかげん 
ランフぴな滅し，商 g ま■を S 示してお巧6だしまず， 
d 团ヒーターまたは□ースターを巧用し、一を巧切 liii ずると a ■を fl » 
""" 化しまず， 

巧の通 S びな定 gar に蓮した«を（權げ巧通度コント□ール時 ）、 (Qsn 
……巧タイマーがち了した«を，口ースターの自動* I 宙び g 了した場さ，メ 
ロディーやブヴーでお巧ろせしまず， 


10 


□ースター 
機巧-表示巧 


操作パネル 


ヒーター I •巧-«示巧 


… HI タイマ- 

操作-表示巧 


拐-，示 



说さかげん 
ランブ 

巧さかげん 
キー 


II げ巧年— ' — 電巧スイツチ ow の入切） 
ダイヤル （ IH ヒイ-の入/'の义々■«> 



■义力設定時の®作音について • 


ダイサルで乂力巧投をするときのブヴーは1とろ乂、兒义、中义、巧火の义力目 受の切0»わ0時にのみ g が g 
0まず*巧义（»》と巧义 （») で义力を突えてもブヴーは«0まだん。 


■メ□ディー機能について • 


[01] 巧理タイマー巧了などをメ□ディーでおがらせしまず，お巧みによってメ□ディーをフヴーに切0巧えると 
きは. S 巧スイッチ巧 r 入 J にし、ダイヤルを収斯した巧お(をてのヒーターの通霜を巧っていない巧な）で.タイ 
マー1分キーを3巧间俾します， r ビビッ J とブヴーび鳴ったら切り巧え巧了でず • 同じ»作でプヴーをメ ロディー 
にをどずことびでさまず。（この時は、メ□ディーび I •って巧0巧ネ巧了でず •） 


■各部の なまえとはたらを 
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使える鍋について 


■鍋の材質により、使える銅と使えない鍋がありまずので、お確かめください。 


※市販の鍋をおホめになるときは、 
マー クのある鍋をお勧めしまず。 


財団法人製品安を協会の 


国恒 

rm 

岡 

国 D 

nn 

师 

国招 

脚 

inn 

」师 


(銅の説明書をよくお読みになり正しく安をにお使いください。） 


ごま意 

参ホー□一加工した鍋を使ラとさは、空ださしたり、 

焦げ付かせないよラにして < ださし、。 



獅材質•種類 ■ 



鉄 

鉄.鉄鏡物.- 

〇 

ステン 
レス 

磁性ステンレス 

(磁石につくもの 18-0) 

〇 

非磁性ステンレス 

(磁石につかないちの 

1 R-R 1 R-1 n ') 

• 鍋底の厚さ 

1 .己 mmlU 下 

〇 


の 

• 鍋底の厚さ 

1 .己 mm を超え 
2.0 mmlU 下 

/\ 义力び弱くなる場合びおりまず 

巧 

2) 

• 鍋底の厚さ 
吕 .Omm を超える 
ちの 

yc 加熱でさません 

を層鍋 

• 間に鉄をはさんでいるもの 
• 鍋底び 1 8-0 ステンレスのもの 
(鍋底に磁石びつくもの） 

^ 磁石のつさび悪いちのは义力び弱くな 
kJ る場合びありまず 

• 間にアル 5 や銅をはさんでいるもの 

yc 加熱でさません※ 吕 

銅 

アルミ 

両手鍋-やかん 
片手鍋.雪平鍋 

香 

•フライパン■玉子焼き 
• 親子鍋 • 圧力鍋 

f 種 

yc 加熱でさません 

耐熱ガラス 
陶器など 

〇 〇 

> C 加熱でさません※ J 

直义用 
魚焼き器 

•底面にホー□-加工したちの 

乂 底面のホー□一び;’容けて焼き付き、トップ 
へ プレートを破損ずる原因になりまず。 


》 ] 「逗！で使える」と表示している±銷でち、トッププレートび傷ついたり、鍋び割れたりする場合びありますので、使わない 
で < ださい。 

※吕 国ぶ凹 I . 国_1_凹国離曲閒 I のマークのある鍋は使用できます。 


鍋の形げ 

鍋底が平らで底の直径が — 

12〜 26 cnn © fe © ^ ) 

•銅底に 3 mm け上の凹凸（そりや脚）びあるちの 
• 鍋底び丸いをの yC 

• 底の直径び2己 cm を超えるわのや、1 2 cm モ満のちの " ^ 

使えません 

〇 〇 

U 尸 

，山， 心 

1 1 ] 2 〜 2 巨 cm 

1約 3 mmULb 1約 3 mmL ソ上 底び丸いをの 
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使える鍋についてのごミ主意 


《.□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

乂 画 □ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
D D □ D 


C 
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鍋の見分けかた 


ヒーターの中央に 

鍋を置き、200 mL 程?電源を入れる 
度の水を入れる 


mm 




貢げ物 グ ~14 0分1分 

点口 



□ □□□□□□□□□□□ 
□ □ 


ダイヤルを押ず 





□□□□□□□□□ 


ダイヤルを回ず 





使える鍋 


义力表示ランプが伸义」で点なしまず。 


とろ义 

お弱义強 

中义 

強义 

150 

160170 

180 

200 


•》□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□ 


使えない鍋 


义力表示ランプが1個づつ順送りに点打しまず。 


とろ义 

弱弱义強 

中义 

強义 

150 

160170 

180 

200 


▼ 


とろ义 

弱弱义強 

中义 

強义 

150 

160170 

180 

200 


■)ic-D30DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □ □ □ □ 


■使える 鍋について 


確認後はダイヤルを押してヒーターの通電を停止し、電源スイッチを「切」にする。 
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な面ヒーターの 使いかた 


ホ□ー スターとの 同時使用はでをまだん。 




义力の目を 


〇 鍋に材料を入れ、励ヒーターの中央に置く （を巧だきはしなし、でくださし、) 
©巧源を入れる 

♦巧巧スイッチを「入」にしまず， 

•ち巧ランプびな灯しまず 


[ Ifl ] ヒーターは巧义力のにめ、义力び巧すざると«底にこび0ついに0、巧をむらの巧因にな0まず. 

乂力の目巧をジ考にして、巧況に合ねだて田拓してくださし、（水を巧とうごだると5は.ふにをずるとさく巧とうしまず，） 




W 巧ポイント 


水を巧とラご巧に 0. 巧を巧 
くとも 


..巧めものに • 

r ♦火 J 

•煮をのなど.规汁びみいるの 

をひと煮なちごだるとを， 

W 义 (! I ) J …巧巧理ゃクレーブなど， 


震魚やひと煮でちした煮をの 


巧顯込むとさ， 

r とろ化 M 覇义 （loj 


…カレーやボタージユなどな巧 


のあるをのを煮込む0理に. 

化ろ火 J ••巧巧に。 


泉火力の目巧は、当れ巧巧泣の巧を巧用した巧合です。 

巧巧の乂力は目巧でず。巧の»揉■形げ-な« ■ 巧巧の■などによ0異な D まず。 
泉か祖のが料を如がずるとさは、义力の目安よ D 巧めにしてください。 


お願し、 

• 国巧をするとをはそぱを麵れないでください。 

•煮込みなどで R 時巧ご巧用時は，ぶ中でかをなぜるなどし、ふさこぼれやなげ巧をにごな意ください。巧に 
正团巧理タイマー巧®用ずるとをは痛げ巧さにま * して<だごし、 

• みそ汁やカレーのルーなど面に幻 JI しやすいをのを通めなおすときは、巧火でかき巧せなび己巧ってくださ 
い • 

を«防こなぶしたみそやカレーのルーなどび巧まると巧が软き上びった a び巧ね上びることびあ0.や 
けどの巧れび友 D まず， 

•み■の油巧入れて予熱する場台は.19度火力を巧めにするなど、加熱しすざないようにを■してください。 

が油の通なび急がに上び巧び発乂することび巧0まず。 

•» 巧の薄いるの、 g ちがそっているフライバンや鍋は、強火でザ熱すると巧熱する場をがあ D ます. 
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操作のしかた 



♦ダイヤルが出て、义力表示ランフ r 中义 J が点巧し 
まず* 

巧タイヤル«作は電巧スイッチを r 入 J にしに巧. 

>巧ランフびな巧してか5巧つてくだごし、 

巧安をのにめダイヤルを押しただけではヒーターに 
通 g ごむません， 


調理が終わった5 
ダイヤルを押し込む 




4 



使用をは電源スイッチを 
「切」にする 


参ダイヤル巧回すと义力«巧ランブ r 中义 J び巧なに 
在む0ぶ S を姑おします。 

みダイサルを回ごないとの30巧巧に义力«示ランフ 
びおなしまず。巧巧タイヤルを供し出してくだごい， 

♦ a ■巧閒おした約1巧法、ダイヤルを回すと义力« 
節びできまず， 


参义力«示ランブび巧巧し、ぶ«巧 ff 止します。 
•トジブブレートび H 巧の場合は wa ま*ランフび 
点巧し， A 通ま) e 表示をしまず。 

•通《拥始か5約45巧で切0ちれ巧止 M 巧び慟を通 
電を巧止しまず。ただし、田圧 M 巧タイマー巧用中 
は切0忘れ防止なおは働きません。 


♦« 巧を切ってを、トッフフレートの巧«が約80で 
巧满になるまで«おお IHR 巧を巧けまず。 



■晒 ヒ—夕 I の使いかた 
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国!調理タイマーの使いかた 

※□-スターとの 同時使用はでさません。 



©鍋に 材料を入れ、画ヒーターの中央に置く 
@ 電源を入れる 

♦電源スイツチを r 入」にします。 

♦電源ランプび点なします。 

◎この国国調理タイマーは残時間タイマーでず。 

◎里国調理タイマーのセツトできる時間は r 中义」- r 強义」で1分〜1時間、「とろ义」- r 弱义」で1分〜已時間でず。 
◎揚げ物温度コント□-ル時は、使用できません。 

◎□-スター調理時には使えません。 
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操作のしかた 


国国ヒーター通電中に 
w 分 I 1 分〕のどち 6 かを 
巧す 



♦希望の時間をセツトしまず。（吕〇分にセツトした場 
合） 

♦長時間、ご使用になるときは、途中でかき混ぜる 
などし、ふさこぼれや、焦げ付さにを意してくだ 
さい。 



ク 


10^1 1 分か! 5 指を離ず 


"タイマ- 

c ピッピッ） 


10分1分 


♦時間をセットし、約3お;間放置ずるとブザーび鳴り、 
タイマー表示が点滅か！5点 I 打に換わり、国国調理 
タイマーがスタートしまず。 

♦途中で国国調理タイマーを解除ずるときは、もう 
-度タイマーキード。分 I 叫のどち5かを押してく 
ださい。 

♦セット時間を間違えてしまったときは、ちう一度 
タイマーキー|1〇分|1^^1のどち己かを巧して、始め 
か5セットしてください。 


3 


[ I 国調理タイマーの終了 


>国国調理タイマー終了時はメ □ディーでお知5せし、 
通電を停止しまず。 



4 


使用後は電源スイッチを 
「切」にずる 


♦電源を切ってち、トツププレート①温度が約80で 
末満になるまで高温を意表示を続けまず。 


消り 


■阻 調理タイマ—の使いかた 
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( l 国!;;一夕一の調理例 



V ホークカレー ) 


巧料记人分） 


730 kcal り人巧） 


屏巧 (2 cmA 切り） ••••150 g 

«•こしよう . るか々 

にんじん . 中 1 を本 

ちわダ . 中1韻 

じサダいも . や1« 


カレールー ぃ，211 ( 的说 9) 

木 .380"-400 mL 

サラダ油 . 大さじ1 


〇にんじんはを切0にし，玉ねだはくし巧に切る， 

〇じゃぴいもは a 切0にして水にごらし、水巧をさつて 
お<， 

OR 巧は.《<18 •こしょ5巧ずる， 


① g をヒーターの中巧にのな，ヴラダ巧を入打てからヒ 
—夕一を r 入 J にし.設巧义力を r 中火 J にずる. 

の投を义力を r » 火" こし. M に巧巧巧入れて巧め.巧に 
にんじん-玉ねざ-じゃぴいもをぶえて巧ゆる， 

(3) 水を扣え*巧とラしたらぶを火力を r 中义 J にし.カレー 
ルーをぶえか 5 巧げ. ふ忙たぴ巧とラしにらをやかさ 
巧げなびら設巧义力 け8义 （»)_!〜 r とろ义 J で30〜40 
巧煮込む， 


W とくちメち 

☆じゃがいもは*くずれしやすいので.乂 S ホのを巧 
y じするか.連中かろ扣えるよ5じすると R いでし 
よう. 


スパゲティ（ミートソース） 


な料に人分) 


SlOkcal り人分） 


3バゲティ .200 g 

m . 大さじ2 

牛ひ《巧 .200 g 

トマトソース14ホ(わ 200g ) 
オリーブオイル . 大さじ1 


じんにく（薄切り） . 1片 

r m . J 、 さじ1た 

©巧！！ . 小さじ ！ i 

[ こしよう . み々 

パセリ . み々 


の H をヒーターの 中巧に のな.ヒーター 巧 ITJ にし > 巧 
定 火力を raj 义 <«) J - r 中义 J にずる， 

の«にオリーブオイルとにんにくを入打.»〇び化るま 
でゆめたら牛ひさ巧巧ぶネて巧め.トマトソースをぶ 
え®ほ巧けし. 一 度黒なっにらが巧火力を rAAM - 
CM 义 J にして3〜5巧!!つゆる. 

巧)大さめの蘭ににっぶりの水巧し）巧.投定义力巧 (■» 义 J 
で满とラさは.«(水■に巧して1黄び目巧）巧姐えまず ■ 
ぶスバゲティを入の•とをど巧か5巧だながらふ巧こぼ〇 
ないよラに垃足义力 r 中义 J でゆでまず，巧でつまんで 
5だってみて.芯ヴかし巧っているくらいまでゆでる • 
'ぶゆで上びったら手早くグるに上げ.水巧をさって巧に 
巧0, (2) をり、けバたリを W ろす， 


W とくちメち 

☆スバゲティは.シコシコした g ざね y ザ义巧. 

二•たつぶ y の*去«い、ゆで上げ巧 W ♦巧ることがボイン 
卜でん 

☆トマトソースそぺースじして、お巧みの腾そ巧い*ず， 
•投定火力の MB は、 M や水■じよ y|l なり$ブ， II 理 
の巧巧じをわせて謂*して < ださい， 


18 



りかた 


下ごし5文 


作りかた 


ゆでる 


ハンバーグステーキ 


巧料 (2 人が） 


牛ひき巧 • 
玉わざ ••• 
パタ- 


イ、1 を 個 


• ♦♦♦♦■■■■■い 


〇 


バンか. 


大さじ1 
••••大さじ2 


牛れ . 大さじ 1 ，i 

m . 1ミ儀 

墙 . 小さじ12 

ナツメグ . か々 

こしょう . か々 


下ごし5え 


210 kcal ( l 人分） 

サラダ油 . 大さじ1 

fh マトケチ>7プ••大さじ3 
( D クスターソース••大さじ2 
ドミクラスソ-ス••大さじ1 

[つけをわせ1 
フライドポテト 
いんげんのリテュ ー 
にんじんグラッセ 


〇玉ねざは.みじん切0にしておく， 

〇ソースは© かちせ. ひと煮でちごせておく • 


作りかた 


ぶフライバンをヒーターの中巧にのな.ヒーター•を r 入 J 
にし，投を义力巧 r 中义 J にずる，フライバンび®にに 
まったらバター巧入れておかし.玉 C ざを入れうすく 
担づくまで3〜4巧巧め.曲ににげてさまず， 

巧)ポールに牛ひ5巧©①を入 n て枯〇び出るまでよ 
<なぜ. 411巧にし，化を B える， 

のフライバンをヒーターの中巧にのせ、投足义力を 巧が ; J 
にしてフライバンを)»し、ヴラタ巧を入れ全巧に広げる • 
そこに③を入打る，巧さをがつくまでの3巧祝く， 

〔み》い巧さ色がついたら■巧し.ほを火力を r « 次 （ g)j 
にし，ふたをして5〜6分巧し巧 e にし.中まで义巧 a す， 
の S に巧0,ソース • つけるむだ S 巧える. 



〜うザ巧さ玉ずサクレ—ブなどホ巧ると < r は〜 


☆フライバンは■巧か6「中火 J 〜 r 巧火 J で熱してく 
ださい， 

☆サラダ油そそめに入れてフライバンを体になじませて、 
ホ巧な巧そるさとつてください， 

打を巧(度)入れるタイミングはを巧(度）ホ•の巧じつ 
けてフライバンに落として，サッと半熟じなるくら 
いが吕受でず， 

☆フライバンは！•手のもので.»面じフジ策如エして 
巧るものが«いサすいでザ. 


f 


斷 

、 五目ナヤ—ノ、ン ) 


巧料巧人分） 


580 kcal り人分） 


ごはん ••••• 
巧を» •••• 
をしいたけ • 
ねぞ .. 


…4000 

.50 g 

. 2«[ 

…,2本 

プリーンピース〇••大さじ1 

むさえび .50 g 

a . 小さじ， ,'2 


下ごし5无 


卵 . 1個 

m . ホ々 

サラダ油 . 適量 

ラード . 大さじ2 

巧 . 小さじ1/3 

〇こしよう . ホ々 

しょうホ . 大さじ1七 


〇巧さ篇とをしし化けは.灼 IcmA に切る， 

〇なざは巧6みじんの0に、グリーンビースは熱 g 巧かけ 
てお <. 

むさえびは HO にを取0巧をふる，巧は田0ほぐしてな 
巧巧だる， 


作りかた 


のフライバンをヒーターの中巧にのだ，ヴラダぶ巧入れて 
からヒーターを r 入 J にし，が定义力を r 中义 J にする， 

の巧を入打て手穿くかさ巧げなび台ふんわ0としたい DW 
を巧 0. 巧0化す • 

のフライバンにラード1/2■巧入 n . 投定义力 r 中义 J で 
なし.水な巧さつにむをえび巧さつと巧ゆて®0だし • 
巧0のラードを入れて.ねざをしいたけ•巧さなの) • 
に巧めて® 0出ず. 

ぶフライバンを設定火力 raiAj でし，ヴラダ油巧乂〇 
てごはんをほぐしなびらけめ. ® •③を谢えてさらに 
巧め、»を广0ではを冉える. 


©と 


<ちメモ 

☆ごはんは.巧ま y 熱い5ちじ巧めると « y が出て. 
バラッとけ上がらないので、ざるなどじ匹げて«く 
»ホモとばしてお《ます， 

☆フッ爾姐エのフライバンで巧めると焦げが《がかな 
くで《ます. 


■画 ヒ—夕 I の調理例 
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揚げ物温度コント □ —ルの使いかた 


※度り調理タイマーは使用できません。 ※□-スターとの同時使用はできません。 



♦油量が少なかったり、鍋底に凹凸やそりのある場合は、油温び設定温度より高くなり、発义の原因 
になりまず。 


〇 付属①天ぷ5鍋に油約500旨 (0.56 L ) 〜約 800 g (0.9 L ) 
を入れ、画ヒーターの中央に置く。 


ミ由量已00呂 ミ由量己00邑 



※油量已00邑 （0 .己 6 L ) 未 
満で調理した0、鍋をず 
らして置かないでください。 
油温び上びり過ぎたり、 
正しく温度調節でさな< 
なり、発火の原因になり 
ます。 


©電源を入れる。 

♦電源スイッチを「入」にします。 
♦電源ランプび点灯します。 



鳳ず物の設定油温の目ミ 


※材料の状況に合わせて、設定油温を調節してください。 



1已〇 160 


天ぷ5 (野菜) 


天ぷ5 (魚介類) 
フライ 
をま食品 
ド-ナツ 


く 


く 


く 

く 


く 


170 

1扫〇 




> 


200 調理ポイント 


> 

> 

> 

> 


•油は 新しい油を使ってください。（揚 
げているとさに細かい泡がいつまでを 
消えない油は古くなっています。） 

•油 温は左表を参考にして調節して<だ 
さい。（油の量や材料の種類-量によ 
り異なります。） 

•一度に 揚げる材料の量は、油の表面積 
の半分程度が目まです。 

•材料が 浮さ上がり、周りの泡がかな< 
なったら出来上がりです。 


A 警告 

0 


揚げ物調理中はそばを離れない 

火災の原因 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

画 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


♦ □ □ 500 の 0.5 6 !_□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □ 500 の 0.5 6LIXI 800 の 0.9LIXI □ □ □ □ □□ 

□□□□□□ 

鍋が違ったり油の量がかないと、油が過熱され発火する 
恐れがあります。 

また油の量が多すざると、あふれてやけどや火災の原因 
になります。 
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操作のしかた 


臣げ物 j キーを}甲す 


♦揚げ物キー、油温設定目盛び点むし、油温設定ラン 
プが「180」で点滅しまず。 



ク 


ダイヤルを巧ず 

IH ヒーター 



150160170180 200 


の入 

义力/温度調節 



♦ダイヤルが出て設定油温 ri 80」で通電を開始しま 
ず。ダイヤルを巧し出した後に、揚げ物キーを巧 
しても設定油温 ri 80」で通電を開始しまず。 

♦ダイヤルを左ちに回してお好みの油温に合わせまず。 
ダイヤルを回ずと1已0、160、170、180、200の 
中か S 選択できまず。 

♦設定油温に達ずると、メ □ ディーび鳴り、適温ラン 
プが点灯してお知5せしまず。 

※設定ミ由温は目安でず。油 量 や材料の種類により臭 
なります。また材料び入っていない場合は、やや 
局めの温度1しなりまず。 


3 


調理が終わった5 
ダイヤルを押し込む 


♦トッププレートび高温の場合は高温ま意ランプび 
点;威し、局温ま意表术をしまず。 

♦お電開始か!5約4已分で切り忘れ防止機能び働き通 
電を停止しまず。 


4 


使用後は電源スイッチを 
「切」にずる 


♦電源を切っても、トッププレートの温度び約80で 
下になるまで高温ま意表示を続けまず。 




お願し、 

A 


※次のよラな使いかたをした場合、揚げ物鍋そり検知機能が働さ、通電を停止する場合があります。 

(1 ) 鍋底が約2の1711^(上そっていたり、変形した鍋を使用した場含 

(2) 鍋底やトッププレートに異物やミちれが付着している場を 

(3) 予熱中に油をまぎ足した場合 

•鍋やトッププレートを確認し、正しい鍋に取り換えたり、トッププレートをお手入れしてからご使用ください。 

また、 （3) の場含は、ダイヤルを押し込み揚げ物温度コント□-ルを終了し、もう一度揚げ物温度コント□-ルを設定 
して < ださい。 

※油の種類によっては、油煙が出る温度が異なります。 

油の説明書をよ<お読みになりご使用ください。 

※付属の天ぷ6鍋は絶巧に空ださしないで<ださい。鍋底が変形して使えなくなります。 


■揚げ物 温度 n ント □1 ルの使いかた 
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揚げ物の調理例 


揚げる 


①材料は揚げやすいよラに準備しておく。 

©卵+冷水はル麦粉と同量にし、さつくりと混ぜる。 

③天ぷら鍋に油を入れ、温度 riso 」 に設定し、「適温」が 
点灯したら、野菜•えびを揚げる。 

(5 とくちメち- 


下ごし5又 


〇鶏をを肉は竹串でおを刺し、 4 cm 角のそぎ切りにして 
ボールに入れ、0を加えて手でをみこみ 1 已〜 30 分おき、 
揚げる直前に汁気をペーパータオルで取り、片栗粉を 
全体にまぶします。 

〇レモンは、くし形に切っておく。 



①天ぷ6鍋に油を入れ、温度 「170」 に設定する。 

® r 適温」が点口したら、鶏もを肉を入れ、ときどき裏返 
しながら 3 〜 4 分かけて揚げる。 


□ □□ 


材料に人分) 


320 kcal ( i 人分） 


□ □ ni 11111111111111111111111111111 laooq 

□ □ 111111111111111111111 niiiiiii 11112 n 

□ □ 11111111111111111111111111 miiiii in 


□ □ 1111111 


□ □ n rmr 


□ □□□□□□曲 


11111111111 


]2〇 


]2D 

15D 

ID D 

汹 


DDDDD 


材料に人分) 


300 kcal ( i 人分) 


n nn nrrmTT 


o 


□□□□□[ 


1111111 


□ 1111111 


□□□□田 


□ □ □ 11111111 


□ □ □ 11111111 


1111111 


nroD 


250g 

□ □1 


EDDDD % 


nrnnnn 

111 UDDD 


□ □□□ の 3 


mmi 800g 


□□□□□□□ 1 

□ □ □ 11111111111111111111 niiiiiiiii^n 





揚げる 
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DDDD 


材料に人分) 


540 kcal ( i 人分） 


□ □□□□□□ 100 cnnnnnn 1111111111112 n 

□ 11111111111111111111111111111111 iiin □ 
nnnnrTTTniiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiirnn □ 

□ □□□□□ □ 111111111111111111111 linn □ 

□□□□□□□ 111111111111111 niiiiiiii 

□ □ □ 111111111111111111111111111 linn □ 

□ □ □ 111111111111111111111111111111 800q 


①豚肉は筋切りして、塩•こしようをする。 

® 豚肉にル麦粉をまぶして、を分な粉をはたいて、溶き卵- 
パン粉の順につける。 

® 天ぷら鍋に油を入れ、温度 「170」 に設定し、「適温」が 
点灯したら、@の2枚をそっと入れて色よく揚げる。 


揚げる 



油の規び散りを少なくするために 


巧料は必ず水気をふを取る 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDDDDD 



雜 


いかやゆで卵などは揚げずさない 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

•DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

巧やを化作りにを意 

• D DDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□□□□□□□□□□□□ 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDDDDDD 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □ □ □ 


特に下ごし S えの必要な巧料 


□□□□□□□□□□□□□ 


ししとラ辛子 


□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□ 



□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□ 



■揚げ物の 調理例 
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